
脂肪を効率的に
燃やすメカニズム

運動習慣の形成・ホルモン以上の改善



慢性炎症＝インスリン抵抗性

インスリン抵抗性がさらに悪化した状態
糖尿病





日本 アメリカ

肥満率 3.7％ 30.0%
糖尿病率 7.6% 9.4%

日本人はやせていても、インスリン抵抗
性がおこりやすい。

太っている人だけが、インスリン抵抗性
が起きているわけではない





処理しきれないほどの糖を摂取している
ことを解消する。

脂肪細胞内に過剰に溜め込まれた脂肪を
分解する



脂肪を燃やしたい・・・・・
（ダイエット）



all aspects of fat metabolism are 
greatly enhanced in the absence
of insulin

脂肪の代謝はインスリンが
存在しない時に大いに進む



脂肪分解

インスリン濃度







しぼう脂肪

砂糖

3－20日

99.99％
バックアップのエネルギー

Fat Burning

Sugar Burning

唯一砂糖が欠乏したときのみ使われる



脂肪

砂糖

すぐにエンジン交換できない

脂肪がすぐに燃えない

Fat Burning

Sugar Burning

＝エネルギー不足
















